
3.5,7MHz帯2バンドバーチカルアンテナ

●パーツ名称（番号）

取扱説明書

（図－１）

パイプNo1 φ7.4
M42001

タッピングネジ M4×8
M42017

内歯ワッシャー M4
M42018

Sトラップ
M42006

内歯ワッシャー M4
M42018

タッピングネジ M4×8
M42017

パイプNo2 φ10
M42002

ハット
M42008

ハットリング
M42011

このたびはダイヤモンドアンテナをお買い
求めいただきまして誠にありがとうござい
ました。ご使用の前に、この取扱説明書を
よくお読みのうえ正しくお使いください。
お読みになったあとは、大切に保存してく
ださい。

●特　長
①HF帯ローバンド（3.5/7MHz）のバーチカルア
　ンテナです。
②小型、軽量で組立が簡単です。
③自立型なので、ステーを張る必要がありま
　せん。
④周波数調整は各バンドごとのキャパシティ
　ハットを可変するだけで簡単にできます。
⑤キャパシティーハットを採用した、トップロー
　ディング形式のため大型アンテナ並みの特
　性が得られます。
⑥風速35m/sec.に耐える十分な強度の設計
　です。
⑦30～62φの幅広い径のマストに取付可能
　です。

●パーツリスト
このアンテナは次の部品より構成されてい
ます。組立の前に、必ずお確かめください。
なお、補修用パーツとしてお求めの場合に
は各パーツ番号にてご注文ください。

パイプNo.1 φ7.4 (M42001)‥‥‥‥‥1
パイプNo.2 φ10 (M42002)‥‥‥‥‥1
パイプNo.3 φ30 (M42003)‥‥‥‥‥1
パイプNo.4 φ30 (M42004)‥‥‥‥‥1
パイプNo.5 φ33.2 (M42005)‥‥‥‥1
Sトラップ (M42006)‥‥‥‥‥‥‥‥1
7MHzローディングコイル　（M42007）‥1
ハット (M42008)（予備2本含む）‥‥‥4
ハットS (M42009)（予備2本含む）‥‥4
ハットSS (M42010)‥‥‥‥‥‥‥‥4
ハットリング (M42011)‥‥‥‥‥‥‥2
取付金具(ビス、絶縁体付) (M42012)‥‥1
取付金具(ビス付) (M42013)‥‥‥‥‥1
給電ケーブル (M42014)‥‥‥‥‥‥‥1
Vボルト(ナット、スプリングワッシャー付)   　
　　　　　　　　　　　(M42015)‥‥2
ホースクランプ (M42016)‥‥‥‥‥‥1
タッピングネジ M4x8 (M42017)‥‥10
内歯ワッシャー M4 (M42018)‥‥‥10
タッピングネジ M5x15 (M42019)‥‥‥1
自己融着テープ (M42020)‥‥‥‥‥‥1

内歯ワッシャー M4
M42018

タッピングネジ M4×8
M42017

ハットSS
M42010ハットリング

M42011

7MHzローディングコイル
M42007

パイプNo3 φ30
M42003

パイプNo4 φ30
M42004

内歯ワッシャー M4
M42018

タッピングネジ M4×8
M42017

ホースクランプ
M42016

パイプNo5 φ33.2
M42005

取付金具（ビス、絶縁体付）
M42012

取付金具（ビス付）
M42013

Vボルト
（ナット、スプリングワッシャー付）
M42015

タッピングネジM5×15
M42019

自己融着テープ
M42020

給電ケーブル
M42014

ハットS
M42009

内歯ワッシャー M4
M42018

タッピングネジ M4×8
M42017



トランシーバー SWR計

KV2

ホースクランプ

パイプNo.5

取付金具（絶縁体付）

25～30cm程度マスト

Vボルト

給電線アースケーブル

アース
大地

取付金具 MJコネクター

タッピングネジ
M5×15

　　    　　注意

《アンテナを設置するとき》
①雨の日や風の強い日などの悪天候でのア
　ンテナ設置は危険ですのでおやめくださ
　い。
②アンテナを最良の状態で使用していただ
　くため、出来るだけ周囲に電線などの障
　害物のないところへアンテナを設置して
　ください。建物に近すぎるとアンテナの性
　能が発揮できません。
③アンテナは人が容易に触れることのでき
　ない安全なところへ設置してください。
④アンテナは強風でも倒れないように強固
　に取り付け、もしアンテナが倒れても人や
　建物に危害を加えない安全な場所に設
　置してください。

《電波を発射するまえに》
①アンテナが正常に動作しているか、
　SWR計などで確認したうえで電波を
　発射してください。通常VSWRが1.5
　以下であれば問題ありません。VSWR
　が高いときは電波の発射をただちに止
　め、アンテナの各部と同軸ケーブルの
　導通を確認してください。周囲に高い
　建物や障害物がある場合、VSWRが高く
　なることがあります。
※SWR計とはトランシーバーからアンテ
　ナに送り込まれた送信出力がどのくら
　いの効率で空間に発射するかをチェッ
　クする測定器です。当社のSWR計を同
　軸ケーブルの途中に挿入すれば、送信
　出力（進行波）と空間に発射されずム
　ダになってしまう電力（反射波）、さ
　らにそれらの比（VSWR）を測定する
　ことができます。

《送信中のアンテナについて》
①送信中はアンテナにさわらないでくださ
　い。感電や火傷をすることがあるので、送
　信中は絶対に手を触れないようにしてく
　ださい。特に移動運用では、近くにお子さ
　んや人がいないことを確認して送信して
　ください。

《雷が発生したら》
①雷が発生したらアンテナやケーブルには
　絶対触れないでください。外出時など使
　わないときは、機器から同軸ケーブルを
　はずしておいてください。

《異常があればただちに発射を中止》
①VSWRが高いまま送信し続けると、トラ
　ンシーバーなどの機器を破損する恐れが
　あります。ただちに電波の発射をやめ、次
　の事項を確認してください。どうしても改
　善されない場合は、販売店または当社ま
　でご相談ください。

【症状：受信がよくない、電波の飛びが悪い】
チェック１：建物に接近しすぎてアンテナを
　　　　　たてていませんか？
　　　　　近くに障害物があるとVSWR
　　　　　が悪化し、指向特性が乱れます。
　　　　　できるだけ建物から離してくだ
　　　　　さい。
チェック２：アンテナの組み立てに間違いは
　　　　　ありませんか？
　　　　　組立方法を再度読み、間違って
　　　　　いないか点検してください。
チェック３：同軸ケーブルに異常はありませ
　　　　　んか？
　　　　　コネクター部のハンダ付け不
　　　　　良や断線はしていないか、テス
　　　　　ターで点検してください。

●アンテナ設置場所選定と事前準
　備作業について
①KV2は、大地をアースとして動作するア
　ンテナのため、良好な大地アースが必要
　です。設置場所は、良好なアースの取れる
　場所に設置してください。
　（2階のベランダ等に設置して、地上にア
　ースを取る方法では、正常動作いたしま
　せん。）
②アンテナを固定するマストは、大地に打
　ち込み設置するか、コンクリートなどの基
　礎を打って固定する様になりますが、し
　っかりとした設置をお願いします。
③アースは、出来る限りマストに近い位置
　に取って頂くように、お願いします。
　(距離が遠くなると、電気特性が悪化する
　事が有ります。)

●組立方法
①上部の細いエレメントから、組立を致し
　ます。パイプNo.1、パイプNo.2、Sトラッ
　プ、7MHzローディングコイル、パイプ
　No.3、パイプNo.4を用意し、全体図を参
　考に差込みます。各接続部分の穴を合わ
　せて、内歯ワッシャーを入れたタッピング
　ビスをねじ込み、固定します。
②ハットリングにハット、ハットS及びハット
　SSを取付けます。3.5MHz帯（上部）は、
　ハット2本ハットS2本を交互に取り付け、
　7MHz帯（下部）は、ハットSS4本を取り
　付けます。先ずは手でねじ込み、その後ナ
　ットをスパナで締め付け固定します。
　・出荷時のハットリング位置と、上記ハッ
　トの組み合わせで各バンドの中心付近の
　周波数に合うようにしています。
③パイプNo.5に付いているホースクランプ
　を一旦外し、取付金具を上から２個挿入
　し下図の様に取付け、予め設置したマス
　トに固定します。パイプNo.5が垂直にな
　る様にしてください。
　(マストの高さは、地上から50cm程度と
　してください。高すぎると特性悪化の原

　因となります。)
　尚、取付金具を固定する時、給電ケーブ
　ル固定用のタッピングネジに接触しない
　位置に、固定してください。また、取付金
　具上下の間隔は25～30cmとしてくださ
　い。

④パイプNo.5の下部に、給電ケーブルをタ
　ッピングネジにて取付けてください。
⑤既に組立済みのエレメントをパイプNo.5
　に10cm差込み、ホースクランプを締め
　付け固定します。
⑥予め準備されたアースに、給電ケーブル
　から出ているアースケーブルを最短距離
　で接続します。長すぎる場合はアース線
　を切断して接続してください。
⑦最後に同軸ケーブルをMJコネクターに
　接続し、付属の自己融着テープを使用し
　て防水処理をして下さい。　　　　

●調整方法
《周波数調整時のご注意》
調整時の送信は、出来るだけ短時間で、し
かも小電力で行ってください。(FM/CWで
の耐入力はSSB入力の約1/3です。)
①周波数帯及び電力に適合するSWRメー
　ターを用意し、図のようにセットします。

　　



↓

↓

↑

↑

3.5MHz帯
標準位置10cm

7MHz帯
標準位置10cm

②調整は、高いバンド(7MHz帯)から順に、
　低いバンドにて行ってください。まず、小
　電力で送信して共振周波数(SWR最良
　点)を見つけ、ハットの位置の移動と長さ
　の組み合わせで希望の周波数に合わせ
　ます。
　共振周波数が見つからない時は、少しず
　つハットの位置を変えていきます。

●ハット位置及びハット長の組み
　合わせによる共振周波数について
周波数ごとのハット位置とハット長の組み
合わせによる共振周波数範囲は下表を参
考に選択してください。選択された範囲内
で、ハットを上下することによって周波数が
変化します。
※7MHz帯と、3.6MHz以上の周波数の組
　み合わせではハットSSが不足する事が
　あります。
　その際は、補修部品をご購入いただくか、
　長いハットを金ノコ等で切断して、ご使
　用下さい。

　　ハット位置、ハット組み合わせ表
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ハット組合せ内容 周波数可変範囲 周波数帯
3.5MHz帯
↓
↓
↓
↓
↓

7MHz帯
↓
↓
↓

ハット×4本
ハット×2本、ハットS×2本（標準取付）

ハットS×4本
ハットS×2本、ハットSS×2本

ハットSS×4本
ハットSS×2本
ハットS×2本

ハットSS×4本（標準取付）
ハットSS×2本
ハットなし

3.450～3.515MHz
3.515～3.575MHz
3.595～3.665MHz
3.660～3.720MHz
3.725～3.770MHz
3.765～3.810MHz
7.00～7.05MHz
7.05～7.10MHz
7.10～7.15MHz
7.15～7.20MHz

●VSWR表

※設置条件により変化することがあります。

●規　格
周波数 / 3.5、7MHz
インピーダンス / 50Ω
VSWR / 1.5以下（共振周波数にて）
耐入力 / 250WSSB(3.5MHz)
　　　　500WSSB(7MHz)
　　　　FM/CWではSSBの約1/3程度
　　　　になります
耐風速 / 35m/sec.
全長 / 約6.14m
重量 / 約2.65Kg
適合マスト径 / 30～62φ
接栓 / M-J型
形式 / 2バンドバーチカルアンテナ
空中線形式 / 中間部負荷型

■お買い上げいただいた製品は、厳重な品
　質管理のもとに生産されておりますが、
　万一運搬中の事故などによる破損があ
　りましたら、取扱店にお申しつけください。
■本アンテナの仕様および外観は改良の
　ため予告なく変更することがありますの
　でご了承ください。
　　

●ハット位置移動による周波数変
　化量
・3.5MHz帯 4.5cm移動で、約10KHz変化
・7MHz帯 6.5cm移動で、約10KHz変化

※ハットの位置を上に移動すると、共振周
　波数は高く、下に移動すると低く変化し
　ます。周波数の変化量はハット位置移動
　による周波数変化量の説明部分をご参
　照ください。

　　

第一電波工業株式会社　〒350-0022  埼玉県川越市小中居445-1　　製品についてのお問い合わせは　TEL.049-230-1220（代)     FAX.049-230-1223
      　  技術的なお問い合わせは　　　　TEL.049-230-3760            FAX.049-235-7307
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページ  http://www.diamond-ant.co.jp


